








































































際生活機能分類（International Classiﬁcation of 














































































































































































































　　北文教大学短期大学部紀要．第２号 , 169-187, 2012.
２）柊崎京子：介護過程のアセスメントシートの作成 : アセスメント段階における理解を高めるための２つのアセス
　　メントシート．共栄学園短期大学研究紀要．第 26 号 , 1-27, 2010.
３）長島稔子：介護過程における教授方法の検討 -- 情報分析の視点を養うワークシート作成の試み．西九州大学健康








gijiroku/08103112/003/005.htm）（2016 年５月 20 日閲覧）
表１－１． 情報収集（健康状態／心身機能・身体構造）








８ 既 往 歴
９ 現在の疾患
10 服薬状況
11 バイタルサイン 体温： 脈拍： 血圧：
12 そ の 他
出典）介護福祉士養成講座編集委員会：新・介護福祉士養成講座９・介護過程．中央法規 , 42-46，2010 より筆者
作成
表１－２． 情報収集（活動）
















４ そ の 他
出典）前掲書より筆者作成
表１－４． 情報収集（環境因子）









内 　 容 状 況


































































᫢ ʙ      
੎ ඟ      
λ ෘ      
ᆆ ѣ      
ૢ ܾ      
ზ ჈      





˂ᎍƱƷʩ්      
ࢫ л      
˷ୗ෇ѣ      


























８ 既 往 歴 　　略
９ 現在の疾患 ④アルツハイマー型認知症
10 服薬状況 ⑤アリセプトを服用
11 バイタルサイン 体温：　　略 脈拍：　　略 血圧：　　略
12 そ の 他 　　略
表６．Ａさんの情報（活動）
内 　 容 現在の状況（本人がしていること、できること等） 本人の発言やしぐさ等
１ 食 事 　　略 　　略
２ 排 泄 　　略 　　略

















５ 整 容 　　略 　　略
６ 睡 眠 　　略 　　略
７ そ の 他 　　略 　　略
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表７．Ａさんの情報による課題分析
構成要素 文章作成の枠組み（型）による文章例
現在の状況
Ａさんは、アルツハイマー型認知症を患っており（情報④より）、Ｔ字杖に
て自立歩行しているが、歩行時にふらつきが見られたり、他の利用者にぶ
つかりそうになることがある（情報①、⑥～⑧より）。
原因・理由
その原因として、歩行の際にＴ字杖を持ち忘れることや（情報⑨⑩より）、
視覚障害（弱視）や認知症により周りの状況を把握しづらいこと等が考え
られる（情報②③より）。
今後、予想される結果 この状態が続くと、歩行時に転倒したり他者と接触する恐れがある。
望ましい状態 Ａさんが安全に安心して歩行するには、
必要な支援 Ｔ字杖の持ち忘れを防ぐための声かけや、歩行時の見守りをする等の支援が必要である。
その他（留意すること） その際は、Ａさんの「歩きたい」という思いを尊重することや（情報⑪より）、アリセプトの副作用（眠気等）（情報⑤より）を考慮することが求められる。
注）課題分析ワークシートにおける生活機能（活動）のうち、移動の部分を抜粋
表８．課題分析の文章例
　Ａさんは、アルツハイマー型認知症を患っており（情報④より）、施設内はＴ字杖を使用して自立歩
行しているが、時々、ふらついたり、他者と接触しそうになることがある（情報①、情報⑥～⑧より）。
その原因として、Ａさんは歩行時にＴ字杖を持ち忘れることがあり（情報⑨⑩より）、また、視覚障害（弱
視）や認知症により周辺の状況を把握しづらいこと等が考えられる（情報②③より）。この状態が続く
と、Ａさんは、歩行時に転倒したり他者と接触する恐れがある。Ａさんが安全に安心して歩行するには、
Ｔ字杖を持ち忘れないよう声かけしたり、歩行中の見守りをすること等が必要と考える。支援にあたっ
ては、Ａさんの「歩きたい」という思いを尊重することや（情報⑪より）、薬の副作用（眠気等）（情
報⑤より）に留意することが求められる。
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